年会費支払いと会員資格に関する運用規則
この年会費支払いと会員資格に関する運用規則（以下「本規則」といいます）は、特定非営利活動法人災害人道医療支援会（以下「団体」といいます）の特定非営利活動法人災害人道医療支援会会員（以下「会員」といいます）の皆様が、相互協力して非営利活動法人の目的を達成するために必要な年会費の支払い基準と会員資格の得喪に関する運用規則を定めたものです。
第一条（適用範囲）

・本規則は定款第二章（会員）に準拠して団体に登録するすべての会員に適用します。
第二条（会費支払い時期）

・この団体の会費支払い時期の通知は毎年4月に団体事務局から会員宛てに送付され、
会員は同年5月末までに支払うことを原則とします。当該通知は会員への電磁的方式

(e-mail送信等)で代用することを可能とします。
第三条（会費未払いと会員資格の得喪）

・定款第二章第9条の運用に際し、会費の未払いと会員資格の得喪に関しては下記のよう
に会員種別ごとに取り決めをします。
　＜正会員及び登録会員＞
　　・3年間会費未払いで会員資格喪失　→退会（会員名簿より削除）とします。
　　・会費は実際に支払われた年度に拘らず遡及して過去の未払年度の会費に順次充当

されます。
　　・正会員で3年未満の会費滞納者には会員資格は継続されますが、該当する滞納年度

末総会での議決権は付与されません。

　　

　＜賛助会員＞

　　・賛助会員(サポーター)の年会費は税法上寄付金扱い（控除証明書発行）となる為、
　　　定款第二章第9条(3)の適用から除外としますが、年会費支払い通知の送付等は本規則を準用します。
　＜休会＞

　　・正会員・登録会員は海外への異動・転居に際し休会の申請を団体事務局に提出

　　　することで、申請期間中の年会費の納入免除を受けることができます。休会期間中

　　　は年会費の支払いがなくても、会員資格は継続されます。
第四条（未払いに対する督促の時期）　
　督促は過去に遡及して累積未払い年会費全額及び該当年度の年会費を対象とします。
　当該督促通知は会員への電磁的方式(e-mail送信等)で実施することを可能とします。　
・1回目の督促、会費未払い会員に6月末頃に実施します。
・2回目の督促、会費未払い会員に10月末頃に実施します。
・3回目の督促、会費未払い会員に翌2月末頃に実施します。
第五条（脱退した会員）
・定款第二章第9条/同第10条/同第11条及び本規則に準拠して除名乃至は脱退とした会員は会員名簿から削除します。
第六条　(年会費の前納に関する納入履歴管理)
・正会員及び登録会員が次年度分以降の年会費を前納した場合には、前納した年度の

　年会費支払い通知は発行されません。賛助会員の年会費は寄付金と見做される為、

　２口以上の年会費を納入しても、次年度以降の年会費の前納には充当されず、次年度以降の年会費支払い通知が発行されます。
第七条（ネットによる会費支払い）
・金融機関からの振込による支払いに加えて、会員は毎年インターネット経由（PayPal）で団体の会費を支払うことが出来ます。
・正会員・登録会員はインターネット経由（PayPal）で定期引き落としを登録することで、毎年継続的に会費を支払うことが出来ます。賛助会員はこれに加えて、インターネット経由(PayPal)で毎月の定額引き落とし(マンスリーサポーター)を選択することができます。

付　　　則

付則(1)（施行年月日）

・本規則は、平成２９年１月１日より施行します.

付則(2)（規則の改廃）

・団体は本規則の変更を必要とするときは、団体の理事会の意見を聴いて行います。
付則(3) (総務担当理事の支援)

・本規則を運用するに当たり、団体の総務担当理事が団体事務局を実務で支援します。

